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要 旨

急変対応能力の向上のために設置された、急変対応コアナース会の 10 年間の活動を振り返ると、実

践者育成期・指導者育成の準備期・指導者育成期の 3 つの時期に分けることができた。 
実践者育成期は、部署の実践者の急変対応能力向上のため、集合研修を実施した。指導者育成の準備

期は、実態調査と現場教育への参画により、指導者育成の必要性を見出し、指導者育成の体制を整えた。

指導者育成期は、指導力向上のため、勉強会開催を支援する急変対応シミュレーションガイドの作成と

研修を開催した。急変対応シミュレーションガイドには、シミュレーション教育のポイントが示されて

おり、初学者でも繰り返し実施することで、指導スキルの向上が期待できる。その指導スキルは、汎用

性が高いため、幅広い場面の教育において活用が可能である。 
今後は、患者急変時の迅速な対応ができる人材育成とともに、教育の実践力を発揮できる指導者の育

成が課題である。 

キーワード：急変対応、指導者育成、シミュレーション

Keywords：rapid response, mentor development, simulation

Ⅰ．はじめに

病院では、患者の意識消失・心肺停止といった

緊急事態が発生する。患者の急変時に看護師は、

迅速かつ、適切な対応が求められ、急変対応の重

要性は高い。また、看護師の 77%は、過去に少な

くとも一回は心肺停止事例に遭遇しており 1）、急

変患者の発見者にあたる、看護師の果たす役割は

大きい。そのため、看護師には、意識消失・心肺

停止に関する基本的な知識・技術に加え、ガイド

ラインや患者の状態に応じた急変対応に関する

専門的な能力を習得する必要があると考える。 
A 大学医学部附属病院では、2014 年に各部署

の急変対応に関する情報共有や教育を支援する

ことを目的とした急変対応コアナース会を設置

し、組織の急変対応能力向上に向けて活動してき

た。当初は、新人看護職員に、一次救命処置技術

（以下、BLS）の習得と、クリニカルラダーレベ

ルⅡ（一人前）以上の看護師に、急変対応の基礎

知識の講義とシミュレーションをすることで、急

変対応の実践力の向上を目指した。しかし、実際

の臨床においては、急変の発生頻度は様々であり、

急変対応の実践経験が乏しい場合、急変対応の能

力向上は難しい。「看護師は RRS（Rapid Response 
System：院内迅速対応システム）を要請するタイ

ミングが分からない不安や重症判断のアセスメ

ントに自信がない者が多い」2）という報告がある

  大阪大学看護学雑誌 Vol.30 No.1（2024） 
ISSN 2189-8820 

i 

大阪大学看護学雑誌 第 巻 第 号（ ）

目 次

原 著 論 文 

一側性難聴のある人の経験 

渡邊のどか・楊玉春・髙橋慧・清水安子･････････････････････････････････････････1 

 

在宅で障がい者を介護する高齢の介護者に関わる生活介護事業所職員におけるアドバンス・ケ

ア・プランニング認知度とその関連要因：横断的研究 

森木友紀・生田花澄・勝久美月・竹下悠子・齋前裕一郎・大西真愛・笠松弥咲・ 

糀屋絵理子・藤井誠・竹屋泰･･････････････････････････････････････････････････12 

 

研 究 報 告 

岡山県の訪問看護ステーションにおける災害対策と在宅酸素利用者への対応の実態と課題 

畠中香織・細田美佳・山本恵美子・清水安子････････････････････････････････････21 

資 料

小児医療センターの付き添い家族に対する看護の定量化－看護必要度F項目（F：Family）の開発－

中谷安寿・前田稔宏・仲島圭将・圓見千代･天野美希･岩崎朋之････････････････････30

看護記録量的監査における自動監査を用いた手動監査の精度の検証

中谷安寿・鍋谷佳子・仲島圭将・平尾幸美・岩崎朋之･････････････････････････････39 

膠原病患者の教壇に立つ経験についての語り

成末梨乃・髙橋慧・清水安子･･･････････････････････････････････････････････････47 

実装科学の視点からみた保健師の事業化・施策化能力の課題 

下田和美怜・岡本玲子・宮本圭子・小出恵子・田中美帆･････････････････････････55 
 

シミュレーション教育を活用した実践者育成から指導者育成への変遷－急変対応コアナース会の10

年間の活動実績から見えた課題－ 

本村和也・堀井菜緒子・鍋谷佳子･･･････････････････････････････････････････････65 

投 稿 規 程･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････71

64



 

 

ように、A 大学医学部附属病院においても、2015
年に行った調査において、急変対応コアナース会

に指導のサポート希望が 10 部署（38%）あり、指

導者が、指導に自信をもてるような関わりが必要

であった。そのため、効果的な実践者育成と、指

導者の不安に対応することを目的にシミュレー

ション教育を活用してきた。 
本稿では、急変対応コアナース会の 10 年間の

活動実績を報告し、そこから見えてきた課題につ

いて述べる。 

Ⅱ．用語の定義

実践者：患者の急変に対応する看護職。 
指導者：急変対応について指導する看護職。 
インストラクター：院内 ACLS コースで指導実

績を積み、急変対応コアナース会で指導能力を認

められ、集合研修において急変対応の実技を指導

する者。 
クリニカルラダー：A 大学医学部附属病院の

「クリニカルラダー」は、2004 年に作成し、看護

部が求める看護師像の臨床実践能力を段階的に

示し､客観的に評価するもの。｢新人（Ⅰ）｣｢一人前

（Ⅱ）｣｢中堅（Ⅲ）｣｢エキスパート（Ⅳ）｣の 4 段

階で、到達目標は｢看護実践｣｢管理｣｢教育｣｢研究｣

の領域別に設定。 
急変：患者の急激な病態変化に対し、1 人での

対応が、困難で応援要請を必要とする状況。 

Ⅲ．倫理的配慮

急変対応に関する実態・ニーズ把握を目的に部

署へ実態調査の協力を得た。本報告に含まれる実

態調査には、個人や部署を特定される情報は含ま

れていない。また、この「シミュレーション教育

を活用した実践者育成から指導者育成への変遷 
－急変対応コアナース会の 10 年間の活動実績か

ら見えた課題－」について、資料として掲載する

ことについて看護部の了承を得た。 

Ⅳ．急変対応コアナース会の主な活動実績と

課題

10年間の活動を支援の対象者に焦点を当て「実

践者育成期」「指導者育成の準備期」「指導者育成

期」の 3 つの時期に分けた（図 1）。それぞれの活

動実績および、課題を以下に述べる。 

 実践者育成期

1) 活動実績

急変対応コアナース会設置時から、A 大学医学

部保健学科の授業と新人看護職員への研修で「一

次救命処置技術演習」のインストラクターを務め

た。また、実践者の急変対応の質向上の 
ため、クリニカルラダーレベルⅡ（一人前）以上

の看護師に対して、急変対応に関する集合研修を

企画し、インストラクターとして、運営にも携わ

ってきた。研修は、「迅速評価」「一次評価」「応援
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要請のタイミング」「SBAR での報告」を学習し、

学んだ知識をシミュレーションで実践すること

で、急変対応の知識と技術の習得を目指すプログ

ラムとした。 
看護職員の急変対応に、どのような問題やニー

ズがあるかを把握するため、2015 年に急変対応

能力向上の取り組みに関する実態調査を行った。 
取り組みの実態について 25部署のうち、「BLS」

と「補助換気」は 15 部署（60％）、「シナリオシ

ミュレーション」は 12 部署（48％）、「気管挿管

介助」は 9 部署（36％）が、年間 2 回以上実施し

ていた。また、患者急変発生後の「振り返りの機

会」については、「振り返る習慣がない」と回答し

たのは 16 部署（64％）であった（表 1）。 

表１ 急変対応能力向上の取り組みに関する実態調査 N＝25 

項目 実施部署 割合 

BLS 15 60％ 

補助換気 15 60％ 

シナリオシミュレーション 12 48％ 

気管挿管介助 9 36％ 

振り返りの習慣がない 16 64％ 

2) 課題

急変対応に関して活動する上で、急変対応コア

ナースの能力向上は重要であるため、定期的な研

修やトレーニングの機会として、急変対応に関す

る集合研修を活用し、効率的に実践者の能力向上

を図ってきた。しかし、急変対応に対する問題や

ニーズにおいて、過半数が、BLS や喚起へのニー

ズがあること、振り返りに関するニーズが高いこ

とから、急変対応の振り返りを推進する方法を模

索することが課題であった。 

 指導者育成の準備期

1) 活動実績

(1) 急変対応振り返りシートの作成 
実態調査の結果、「振り返る習慣がない」と回

答した部署が 16 部署（64％）であったことから、

急変時対応を効果的に振り返るツールとして「急

変対応振り返りシート」を作成した。その内容は

「急変の前兆の有無」「医師到着までの看護師の

初期対応」「医師到着後の治療経過」「急変対応の

良かった点・気づいた点・今後取り組んだ方がよ

い点」を簡潔に記載できるものとし（図 2）、「経

験学習モデル」3）の考え方を参考に作成した。 
(2) 現場教育への参画 
また、「BLS」「気管挿管介助」「補助換気」「シ

ナリオシミュレーション」の 4 項目について実施

回数が少なく支援の要望のあった 3 部署に対し

て、勉強会および、シナリオシミュレーションを

実施した。支援の要望は、シナリオシミュレーシ

ョンの実施、シミュレーター操作の補助、BLS の

実施であった。部署の要望は、シミュレーション

の進行や評価だったが、急変対応コアナースは、

シミュレーション前後の説明や振り返りをする

指導者への指導に重点をおいた。このシミュレー

ションの目的が、部署の依頼者と十分に合意され

ていなかった。そのため、部署の依頼者が指導し

てほしい内容に合わせた指導とならず、学習ニー

ズと教育ニーズのずれが生じていた。 
2) 課題

急変対応振り返りシートを作成し周知したも

のの、十分に活用されているかの評価が、できて

いなかったため、部署の実践者が、急変対応振り

返りシートを活用し、習慣化できることが課題で

あった。 
また、急変対応コアナースは、各部署のニーズ

を把握した上で、研修や教育の支援活動をするこ

とが重要である。しかし、部署のニーズを十分に

把握ができず、学習ニーズと教育ニーズのずれが

生じていたケースがあり、この時期の課題は、指

表 1 
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導者に必要な支援を明確にすることであった。 

 指導者育成期

1) 活動実績

(1) 急変対応シミュレーションガイド（以下、

ガイド）の作成・周知・実態調査 
急変対応能力向上に向けた、各部署の急変対応

に関する勉強会を企画する指導者のサポートと

なるように、2021 年に、これまで作成した資材を

元にガイドとしてまとめた（図 3）。その内容は、

対象となる看護師の知識・技術、指導者の指導力

のレベルを確認できるもので、部署の特性に合わ

せたシナリオが選択できる。指導者が認定インス

トラクターになるまでのステップ、対象者のレベ

ルに合わせた研修企画・進行ができるようなフロ

ー、勉強会進行の注意点、シミュレーターの借用

方法が理解できる構成とした。また、勉強会に必

要な用紙類を付属し、研修準備の時間を短縮する

ことを可能とした。ガイドに示されたポイントを

活用して、指導することができれば、初学者でも

繰り返し実施することで、指導スキルの向上が期

待できる。その指導スキルは、汎用性が高く、あ

らゆる指導場面に活用できる内容となっている。 
このガイドを周知させるために「急変対応シミ

ュレーションガイド」の動画コンテンツを作成し

た。急変対応に必要な基礎知識を学べる「講義編」、

急変対応シミュレーションの流れを学べる「シミ

ュレーション編」の構成とし、看護師長会議およ

び、副看護師長会議にて活用方法を周知した。 
その半年後に「部署における急変対応について

の調査」を実施した。その結果、勉強会の実施、

または計画で「急変対応シミュレーションガイド

を活用したか」の問いに 17 部署（63%）が活用し

たと回答があった。活用できていない部署の回答

理由は「まだ計画段階のため」「部署独自の内容

で勉強会を運営しているため」などであった。
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(2) 急変対応コアナース会によるガイドを活

用した集合教育 
部署の指導者が、ガイドを活用し指導力を養う

目的で、研修を企画した。2021 年の「急変対応シ

ミュレーションガイドを使った指導方法」では、

講義で「ガイドの概要」「急変時の評価・報告方法」

を学んだ後、実際にガイドを使用して指導場面の

シミュレーションをした。ここでは、主に勉強会

の進行役を体験し、指導能力を高めることを意図

とした。具体的には、①ブリーフィングでは、シ

ミュレーションの目的と設定を説明して、指導を

受ける者が、主体的に動きやすくすること、②シ

ミュレーションでは、指導を受ける者の動きをよ

く観察し、適正に評価すること、③デブリーフィ

ングでは、指導を受ける者にポジティブフィード

バックしつつ、シミュレーションの振り返りとし

て、気づき・学びを深めることが、できるような

ファシリテーションを体験した。受講者 17 名の

研修後の自己評価は、「急変対応シミュレーショ

ンガイドを使った指導ができるか」の問いに対し

て、研修前は「できる」または「指導のもとでき

る」と評価した者が 6 名（35%）で、研修後は 16
名（94%）だった。しかし、自由記載欄に「相手

の意見を引き出すのが難しかった」「進行の仕方

や振り返りが上手にできているのか不安」「伝え

導くことの難しさを感じた」という回答があった。 
(3) 認定インストラクターの育成

2017 年度に、インストラクターの質を維持・向

上させる目的で、「急変対応に関連したクリニカ

ルラダー」を作成した。この「急変対応に関連し

たクリニカルラダー」の急変対応に関連した到達

目標は、クリニカルラダーⅠ～Ⅳのレベル別に設定

している。急変対応コアナースは自身のレベルを

確認し、レベルによって「院内 ACLS コース」の

インストラクターの役割を担った。インストラク

ターの経験を積むことで、認定インストラクター

の資格を取得することにつながった。急変対応コ

アナース会からは、2015 年・2017 年・2018 年に

各 1 名、2020 年に 3 名、2023 年に 4 名、計 10 名

の認定インストラクターを輩出しており、そのう

ち 7 名は、指導者育成の時期であった（図 1）。 
※認定インストラクターとは、学術団体または学 

会認定のインストラクターのことで、本論文に 
おいては、ACLS 大阪認定インストラクター（大 
阪府医師会）、ICLS インストラクター（日本救 
急医学会）を指す。 

2) 課題

「急変対応シミュレーションガイドを使った

指導ができるか」の問いに対して、研修前は「で

きる」または「指導のもとできる」と評価した者

が 6 名（35%）で、研修後は 16 名（94%）だっ

た。しかし、自由記載欄には、進行やファシリテ

ーションに不安があるとの、回答があった。以上

のことから、ガイドを活用しやすくする動画コン

テンツや、集合教育を活用し、部署の指導者が、

ブリーフィング・シミュレーション・デブリーフ

ィングといった教育において、汎用性の高い能力

の獲得を支援することが課題である。 
また近年、認定インストラクターの輩出人数は

増えており、さらなる活動充実のためには「急変

対応に関連したクリニカルラダー」の活用を促進

し、「院内 ACLS コース」などのインストラクター

として、参加を促すことが必要である。 

Ⅴ．考察

1. 実践者育成期

1) 集合教育でのシミュレーション教育の推進 
急変対応の充実は医療サービスの質向上と同

義であり、病院において重要な機能の一つと言え

る。看護師は、急変した患者を発見する可能性が

高く、迅速な対応が求められる。 
急変対応ができるまでの過程を学習の原理で

考えた場合、熟達化という概念がある。熟達化と

は、「物事を理解したという状況から何かを判断

し、行為を行うことに長けるようになるまでのプ

ロセスのことを意味する」4)とされている。急変対

応は、患者の状態を把握することとそれに応じた

適切な行動をとることの側面があり、それぞれの

側面においての熟達化が必要となる。 
多くの看護師が、急変対応について熟達化でき

る支援が必要であり、そのひとつにシミュレーシ

ョン教育がある。シミュレーション教育とは、「実

際の臨床場面を模擬的に再現して、その学習環境

下で学習者が実際に経験し、それを振り返り知識

と技術を統合していくことから実践力を向上さ

せる教育」5）で、医療界に取り入れられる以前か

ら、航空業界や軍隊などで取り組まれた教育方法

である。 
A 大学医学部附属病院においては、集合研修を

軸にして、シミュレーション教育を進めてきた。

その効果については、「シミュレーションにおけ

る有効な実践の要素として、ファシリテーターの
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配置、省察的な振り返りの実施、シミュレーショ

ンとデブリーフィングを繰り返し実施すること」
6）が示されている。実践者育成期に急変対応に熟

練した、急変対応コアナースを研修のインストラ

クターとし、円滑にシミュレーションできるよう

に環境を整えたことは、集合教育でのシミュレー

ション教育の推進に繋がったと考える。 
しかし、2015 年の実態調査で、現場でのシミュ

レーション教育や振り返りができていないこと

が明らかとなり、現場における急変対応の課題に

取り組む必要があった。 

2. 指導者育成の準備期

1) 振り返りおよび、部署での勉強会の支援 
指導者育成の準備を始めるきっかけとなった

のは実態調査である。実態調査の結果から、急変

時の振り返りとシナリオシミュレーションを実

施できていないことがわかった。そのため、急変

対応振り返りシートを作成したことで、部署の実

践者が、その振り返りをしやすい環境を整えるこ

とができた。また、急変対応コアナースが、部署

で直接指導者とともに、勉強会を開催したが、急

変対応コアナースと部署の指導者の目的が、ずれ

ていることがわかった。そのため、部署の指導者

に効果的な指導方法を伝える必要があることの

把握につながった。以上のことから、指導者育成

の準備期は、振り返りおよび、部署での勉強会を

支援し、急変対応コアナースと部署の指導者の目

的のずれを埋める教育をしていたと考える。 
2) 指導者支援の必要性の把握 

2014 年の急変対応コアナース会設置時から実

践者として育成した世代が、指導者にあたる年代

に成長してきた。一方、急変対応が、実際には少

ない部署に所属していると、実践も振り返りも機

会が少ないため、指導者は、指導に自信がないと

いう意見があった。また、指導者育成の準備段階

と考えるこの時期に、急変対応コアナースが部署

のシミュレーションの主導をとり実践した際、シ

ミュレーションの目的が、部署の依頼者と十分に

合意されていなかった事例があった。部署の依頼

者は、シミュレーションの評価のみ重視し、急変

対応コアナースは、シミュレーションと同等にブ

リーフィングとデブリーフィングの必要性を重

視し、両者の目的にずれが生じた。これらは、急

変対応コアナースが、指導者に必要な支援を把握

できていなかったためである。指導者育成におい

ては、実践経験だけでなく、教育方法の理解や指

導技術の向上が重要である。しかし、現場での指

導者が役割を果たすための教育機会はなかった。 
頻繁に起こることではない急変対応を効果的

に学習し、その効果を得るには、指導者が、ブリ

ーフィングとデブリーフィングの重要性を理解

し、指導してもらう必要があった。また、勉強会

で活用するファシリテーション、ポジティブフィ

ードバック、コーチングといったスキルは、あら

ゆる教育の現場で汎用性があるため、急変対応コ

アナース会の活動としての意義が大きいと考え

る。これらから、指導者育成の必要性が高いと判

断し、指導者育成に重点を置いた。 
 
3. 指導者育成期 

1) 指導者役割を果たすための支援 
成人学習では、学習者の主体参画と即時的なフ

ィードバックが得られることが、学習効果を高め

るために重要である。シミュレーション教育は、

これらの要素に合致していることから、学習効果

が期待されているが、シミュレーション教育を行

う指導者の育成や学習目標に合わせたシナリオ

作成が課題とされており、A 大学医学部附属病院

においても同様の課題があった。 
指導者には、6 つの役割（計画者、教材開発者、

評価者、情報提供者、ファシリテーター、ロール

モデル）があるとされている 7）。計画者、教材開

発者、評価者は、学習者を実際に指導する前と後

の役割で、指導の設計や評価などデザイナーとし

ての働きに関わるものである。情報提供者、ファ

シリテーター、ロールモデルは、学習者を実際に

指導する中での役割で、指導者の実践者としての

働きに関わるものとされている。シミュレーショ

ン教育に携わる指導者には、これらの役割を発揮

するタイミングがある。指導者育成の研修後アン

ケートで「相手の意見を引き出すのが難しかった」

という回答があり、ファシリテーターとしての役

割遂行が難しいと、感じていることがわかった。

これらの指導者としての役割は大きく、シミュレ

ーション教育に携わる指導者の研鑽が必要であ

る示唆が得られた。 
より効果的・効率的に急変対応に関わる人材

を育成することが課題であり、急変対応コアナ

ース会は、ガイド作成やガイドを活用した指導

方法の重要性と方法を伝える活動をしてきた。

その指導者支援の活動は、急変対応に関する指
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導だけに特化しているのではなく、汎用性の高

い「教育の実践力（ファシリテーション、発問

など）」を身につけることができるようプログラ

ムしており、「臨床でリーダーシップをとってい

く看護師の訓練と評価に、高機能型シミュレー

ターを使用した教育プログラムは実用性があ

り、臨床の現任教育にとって有用であること」
）が示されている。以上のことを通して、指導

者育成期には、意図的に指導者役割を果たすた

めの支援をしていたと考える。

2) 「急変対応に関連したクリニカルラダー」

の活用 
対象者の実践能力に応じた教育が必要である

と考えられるため、実践力・指導力を段階別に明

示した「急変対応に関連したクリニカルラダー」

を活用し、能力別に教育することは効果的である。

受講する側には、レディネスを揃えた状態で受講

者同士が学習しやすい効果があり、同じく、指導

する側には、受講者のニーズや達成目標を考慮し

た勉強会の企画・実施がしやすい効果がある。よ

って、能力に応じた教育システムの構築をしてき

たことは、受講する側と指導する側の両方にとっ

て意義が大きいと考える。 

Ⅵ 今後の課題

今後は、ガイドの普及とともに、幅広い場面で

活躍できる指導者を育成する必要があり、これま

での活動実績を活かしながら、組織全体の急変対

応能力の向上に努めることが課題である。

Ⅶ まとめ

急変対応コアナース会の活動は、実践者育成期、

指導者育成の準備期、指導者育成期の 3 つの時期

にわたり変遷してきた。その活動実績は、シミュ

レーション教育を推進するなかで、指導者支援の

必要性を把握し、ガイド作成および、指導者役割

を果たすための支援をしていた。今後は、活動実

績を活かしながら、組織全体の急変対応能力の向 
上に努めるとともに、幅広い場面で教育の実践力

を発揮できる指導者の育成を目指したい。 
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